
 

 

 

 

 

 

ご入学・ご進級おめでとうございます  武山支援学校の専門職・教育相談コーディネーターの紹介です。 
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（教育相談） 

作業療法士は療育相談センターや病院では、個別

対応での治療が主な役割となりますが、学校での作

業療法士の役割は治療ではなく、学校生活をより過

ごしやすくするための支援が中心です。児童・生徒の

授業や活動の様子を観察し、教員と相談しながら、座

りやすい椅子、使いやすい道具、活動の工夫、適した

課題などを提案しています。必要に応じて、遊びや簡

単な運動を通して支援をします。 

地域支援においても教育相談コーディネーターと

協力して、子どもたちが学びやすく、生活しやすい環

境づくりを支援します。気になることがありましたら、担

任を通してぜひお知らせください。 

本校・分教室の児童生徒の様子や保護者の皆さま

のお困りごとなどから、子ども達一人ひとりのニーズ

に合わせた最適な支援のサポートができるよう、日常

的に担任と一緒に考えさせていただいています。また、

必要に応じて関係機関と学校をつなぐ窓口として、連

絡調整も行っています。 

また、特別支援学校には「センター的機能」という

役割があります。地域の学校への巡回相談や研修講

師、会議への参加などを通して、地域全体の支援力

向上にむけた活動にも校内外の教職員と連携して取

り組んでいます。 

 

令和８年度は、隔月で「相談だより」を発行していきます。武山支援学校（本校・分教室）には、現在 253名の子

どもたちが在籍しています。子どもたちは日々の学校生活の中で、さまざまな活動に取り組んでいます。また、一人ひ

とりの学びや生活を支えるために、さまざまな支援グッズや工夫が取り入れられています。 

この「相談だより」では、子どもたちの日々の活動の様子や、学校で取り入れている支援の工夫などを紹介してい

きます。保護者のみなさまや地域の方々に、武山支援学校の子どもたちの学校生活を少しでも身近に感じていただ

けたらうれしいです。 
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